
事例検討のポイント

合同会社サンクスシェア
代表社員 相談支援専門員 田中 聡

叶 R６．１１．６ 叶
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支援策を考える視点



① 行動問題の発生
を回避する

② 行動問題場面を
発生させて乗り越
えさせる

状況と時期の
適切な見立て

（例）できている状態が１か月続いたら･･･

望ましい行動の獲得

支援策を考える視点



強度行動障害リーフレット（厚生労働
省）

支援策検討の前提



子ども観察力＆支援力養成ガイド

店でほ
しいも
のをみ
つける

「買って～」
と大声で泣き
叫ぶ

ほしいものが
手に入る

Ａ Ｂ Ｃ

【３つのポイント】 レベルⅠ 『Ａ』の状況をつくらない

レベルⅡ 『Ｃ』の結果を与えない

レベルⅢ 『Ｂ』の行動を変える

① 代わりの行動をつくる

② 望ましい行動をつくる

支援策を考える視点



【強化子の種類】
・ 一次性強化子（無条件）・・・生命維持に関する基本的欲求を充足

食べ物、飲み物、睡眠、性的刺激等
・ 二次性強化子（条件性）・・・一次性強化子とひもづいて意味をもつ

言語賞賛、身体的な賞賛（なでられる等）
・ 般性強化子・・・この強化子が別の強化子を得るために使用される

お金、ごほうびシール等
・ 社会的強化子・・・人とのかかわりが強化子として機能した場合

支援策を考える視点

【強化子の原理】
・ 即時性・・・行動と提示に間隔なく強化子を与えると効果がある
・ 随伴性・・・行動に一貫して強化子を与えると行動は強化される

【強化子の原理】
・ 連続強化スケジュール・・・行動が起こるたびに強化子を与える

新たな行動を獲得する際
・ 間欠強化スケジュール・・・時々、間欠的に強化子を与える

獲得した行動を維持する際



【行動問題の主な機能と理由】

機能 生じる結果 なくなる結果

注目
注目が少ない状況
→行動→周囲の注目

いやな注目
→行動→消去

逃避
嫌なことがある状態

→行動→やらなくてすむ

活動
や物

物や活動が入手できない状況
→行動→入手できる。

いやな物や活動
→行動→消去

感覚
刺激

することがない状況
→行動→感覚刺激

いやな感覚刺激
→行動→消去

支援策を考える視点



ア 好みを利用する

ウ 行動問題の生じていない状況を利用する

イ 選択機会を取り入れる

エ とにかくほめる オ 先回りをする

カ 環境を整える キ スモールステップを組む

ク 高頻度で行われる行動レパートリーを利用する

支援策を考える観点 【環境設定へのアプローチ編】



主な防衛機制

支援策を考える観点 【人の行動原理編】



動機付けとは

支援策を考える観点 【人の行動原理編】



遊戯動機…楽しさや面白さを求める。緊張をやわらげ、冗談やゲームを好む。

理解動機…理論的な考えを求めたり、物事の仕組みを理解しようとする。

変化動機…新しいことを好み、流行に敏感で変革を求める。

秩序動機…安定、秩序、伝統、などを大切にする。整理、整頓、正確さを目指す。

達成動機…努力して高い目標をやり遂げる。才能を生かし自尊心を高める。

親和動機…好きな人の近くにいたい、助け合いたいと思う動機。友情を重視する。

屈辱動機…自分を責め、非難や罰を受け入れたいと思う。敗北を認める。

攻撃動機…言葉や力を使って相手を屈服させたい、反対を克服したいと思う。

自律動機…束縛、強制、横暴な権威、因習を嫌い、自由と独立を求める。

支配動機…人の上に立ちたい、説得や命令によって人に影響を与えたいと思う。

服従動機…優れた人の命令に従い、その人の言う通りにしたいと望む。

顕示動機…目立ちたい、人を驚かせたり、楽しませたりして印象づけたいと思う。

援助動機…弱い者、困っている者などを助け、慰め、励ましたいと思う。

依存動機…甘えたい、助けてもらいたい、愛されたい、同情されたいと思う。

異性愛動機…異性を求め、恋愛関係や性的関係に関心を向ける。

屈辱回避動機…失敗して軽蔑されることを避けたいと思う。自己防衛的な思い。

社会的動機付け

支援策を考える観点 【人の行動原理編】



① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

•フロイトの心理性的発達理論

•ゲゼルの成熟優位説

•行動主義の学習理論

•ピアジェの発生的認識論

•バンデューラの社会的認知理論

•エリクソンの社会的発達理論 などなど

さまざまな発達理論

事例検討の視点 【質問のPoint編】



② 個人的特質の理解

・認知的特質
（知能・学力・認知及び学習のスタイル）

・性格的特質
（性格特性：情緒安定性 社会適応性 活動性

衝動性 内省性 主導性）
（人間関係）

・態度ー意欲の特質
（興味 関心 欲求

学習意欲：内発性・自律性・達成志向性・価値志向性）

事例検討の視点 【質問のPoint編】



③ アセスメントの視点

・基本情報（氏名 所属 生年月日など）

・家族構成（家族の仕事や生活状況 経済状況など）

・ニーズ（本人 家族）

・関係機関（学校 病院 他の利用事業所 地域の社会資源など）

・生活歴・障がい歴（障がいの認定 療育相談の経緯など）

・現在の状況（日常生活 行動の特性や問題 コミュニケーション

健康面 社会生活能力 興味関心・強み 医療情報

他の関係機関の情報など）

事例検討の視点 【質問のPoint編】
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